
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○基礎基本の徹底と校内研究を中心に授業を
改善し、家庭と連携しながら学力の向上を図る。

○「授業がわかる」「授業が楽しい」について「そ
う思う」「だいたいそう思う」という児童を80％以
上にする。
〇算数、国語の単元末テストにおいて期待平均
点以上にする。

・校内研究の充実を図り、授業をお互いの課題
を意識して見合うことで、授業力向上・児童の学
力向上を目指す。
・テストや家庭学習課題の間違いは確実にやり
直しまでさせて、学習内容の定着を図る。
・家庭学習課題は、学年の実態に合わせて、家
庭と連携して取り組ませる。 c

・校内研究は計画通りに進んでいるが、授業を見合うことが
十分とは言えない。数値目標は「わかる」が89％、「楽しい」
が83％だった。
・国語や算数の単元末テストは、期待平均点以上を目指して
いるが満たないものも少なからずみられる。テストや課題の
やり直しをさせているが、定着までには不十分な部分もあ
り、実態に合わせて解説や補充を行う必要がある。
・家庭との連携は取り組みの定着が不十分なため引き続き、
呼びかけを取り組んでいく。

B

・中間評価を受け、再度家庭との連携について知らせたり、基
礎基本の徹底のために実践例を出し合い、それをもとに自己
短期目標を定めて日々の実践に生かしたりしたことで、意識の
高まりが見られた。
・児童の意識は、「わかる」が91％、「楽しい」が84％と向上し
た。
・学習到達度は、定着が不十分である学年が多く、学年間にお
いても差が見られるため、教師が児童の実態の把握・共有を
し、それに合わせた効果的な指導法の模索が必要である。
・全国・県、1～4年生の学力調査については、前年度よりも上
回る学年が多かった。

B

・授業参観等に出席されている家庭は学校や授業の様子が分かられていると思うが、仕事等で出席でき
ない保護者さんたちに対しての呼びかけをどうするのか、出席率をあげることが課題だと思う。
・児童の意識調査から「授業がわかる」「授業が楽しい」では成果指標（数値目標）を上回っている。また、
全国・県の学力調査から見ても概ね達成できていると評価できる。
・なぜ勉強をする必要があるのか低学年からきちんと伝えて学校家庭全体で「勉強することが当たり前」
という校風を作っていく必要があると思う。
・児童の勉強意識が高いのはよい。
・全体平均値で見るから問題が見えにくくなると思う。学力が高い・低いで課題設定という評価を変えてみ
ては？
・3年生算数で定着度でクラス分けするのは、良い取り組みだと思う。

学力向上
コーディ
ネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者
への思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○互い思いを伝えあう道徳科の授業づくりや体
験活動、地域・家庭・中学校とのつながるりを通
して、心豊かにたくましく生きる児童を育成する。
○正しい言葉遣いにおいて、肯定的な回答をし
た児童を９０％以上にする。

・「考え、議論する」道徳科の授業を充実させる。
・保護者の方や地域の方が参画できるふれあい
道徳を実施する。

B

・言葉遣いついて肯定的な回答は、下学年は８４％、上学年
は７５％だった。「呼び捨てにしない」という文言があり、低く
結果が出たと考えられる。引き続き、指導をしていく。
・ふれあい道徳に向けてお便りを発行し、１０月に実施するこ
とができた。 B

・言葉遣いについて肯定的な回答は、前期と比較し、上学年は
３％上がった。「呼び捨てにしない」という話を全校集会で取り
上げたことで、意識して過ごす児童が増えたと考えられる。引
き続き、呼びかけていきたい。

B

・教科道徳の「考え・議論する」授業の実践と保護者を巻き込んだふれあい道徳の実践などを中心とした
教育活動全般において心豊かな児童の育成が図られている。
・朝起きて朝食を食べて登校時間内に登校する、という当たり前のことを何が妨げているのか理由を確認
することが必要だと思う。
・言葉遣い「さん付け、君付け」は大切だと思う。言葉遣いに気をつけることは良い方向だと思う。
・言葉遣いや他者への気遣いは他学年の子供や色々な大人、環境と関わりをもって経験を積むしかない
と思う。げんきグループや地域の人との関わりをどんどん増やしてほしい。

道徳主任

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の
充実

〇早期発見、早期対応に加え、いじめの未然防
止と組織的対応に努める。
〇いじめの防止や対応に組織的に取り組んでい
る職員を９０％以上にする。

・「月のこころ」アンケートの実施、「こころの相談
ポストの設置を行い、定期的に実態把握に努
め、その都度対応を行う。
・週に一度、全職員で「共通理解したい子」の共
有を行い、全職員が児童理解を深めながら全職
員で児童の対応にあたる。

B

・「月のこころ」や「こころの相談ポスト」の実施により、定期的
な児童の実態把握ができている。今後は、個への支援だけ
ではなく、学級集団、学年集団、学校集団として相互理解を
深める取り組みにも力を入れる必要がある。

B

・児童一人一人の定期的な実態把握はできた。一方で「クラス
は思いやり、いじめをしない許さない、決まりを守る心を大切に
しているか」の質問は約84％の児童が肯定的であったが９割
には満たなかった。ハートタイムを通していじめの定義を行動
レベルで全校児童と職員間で共有するとともに、集団の力をよ
り高めていく取り組みを行う必要がある。

B

・「何がいじめなのか、いじりはいけない事である。」など、きちんと向き会って、みんなで考える時間を取
るべきである。
・「こころの相談ポスト」の設置は、大変よい取り組みだと思う。
・いじめの対応はとても難しいと思う。週1回「児童の共通理解」を行っているのはよい取り組みだと思う。
・いじめ等を隠すのではなく実態把握に努めていただいている。

教育相談担
当

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向
けて意欲的に取り組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童80％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童生徒80％以上

・校内研を中心に「居心地のよさ」「わかる喜び」
という視点で児童理解を深め、児童の素敵なよ
さを伝え続ける。
・学校生活や行事ごとに児童にめあてをもたせ、
達成のための行動を考え、実行し、振り返ること
で達成感をもたせる。 A

・校内研で２つの視点から、児童理解を深めた結果、「先生
はあなたのよいところを認めてくれると思う」に肯定的な回答
をした児童が、８７％と、目標を上回る結果となった。
・将来の夢や活動の目標を持っていると回答した児童は
86％であったが、昨年度の88％を下回っている。
・今後も短・長期の目標をもたせながら将来の夢や目標がも
てる実践をしていく。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれると思う」に８４％の
児童が肯定的な回答をした。今後も児童のよさに目を向け続
け伸ばしていきたい。
・キャリアパスポートで、短期・長期の目標をもったり、外部講
師によるキャリア教育につながる講話を聞いたりする時間を設
けた。その結果目標に向かって努力していると答えた児童は
89％となり。前年度を上回った。何事にも目標をもたせる実践
を継続していく。

A

・跳び箱の授業において、お互いに教え合って授業が進められている光景を目にしお互いに学び合う活
動を見れた。
・色々な体験を通して地元職業などを理解する機会があると思う。具体的な職業を選択することは、早い
と思うので、いろんな職業を知るためにも、今からの学力が大切であり、自己実現するために今は勉強を
頑張ろう、で良いのかもしれません。
・「児童の良いところを認めて褒めてくれる」活動はなかなか良い。
・「先生はよいところを認めてくれていると思う」84％は良い結果だと思う。学力低下が取り上げられがち
だが、1人1人の得意不得意、興味関心に合わせた支援の方が大切だと思う。
・児童が自分の夢を語る卒業式など、意欲を引き出す取り組みをされている。

（上）研究主
任

（下）キャリ
アパスポー
ト担当

○交流活動（異学年による縦割り活動）の充実
・げんきグループを中心とした活動で、上級生は
下級生に対する思いやりの心と上級生としての
責任感をもたせ、下級生には上級生を敬う心を
育てる。その中で協力することの大切さを味わわ
せる。

○げんきグループで「活動に進んで取り組んで
いる」と答えた児童を80％以上にする。

○げんきグループで活動する楽しさを80％以上
の児童が感じられるようにする。

・げんきグループで、遊び活動を行う。
・週に1度、げんきグループで掃除を行う。
・げんきグループで体育大会の団を構成し、児童
が自主的に活動できるようにする。 A

・げんきグループで、「げんきグループの活動に協力し、楽し
く取り組んでいる」と回答した児童が84％いた。
・体育大会では、５・６年生が協力して応援合戦の練習に取
り組むことができた。下級生は、高学年の指示を聞いたり、
姿勢を真似たりしながら活動に取り組むことで、各団でまとま
ることができた。

A

・げんきグループで、「げんきグループの活動に協力し、楽しく
取り組んでいる」と回答した児童が83％であった。
・げんきグループで協力して掃除に取り組んだり、げんきタイム
を楽しんだりすることで、活動が充実していた。 A

・特に、問題を感じたことはありません。
・異学年による縦割り活動、大変良いと思う。学校の楽しさの向上につながると思う。
・我が子は元気グループで楽しんでいる様子。地区の中で、子ども数が少ないので、上級生・下級生と関
わる時間は大切にしてほしい。
・低学年への思いやりの心が育っている。
・高学年の我が子にとって低学年のサポートなどリーダーシップを感じる土台となっているようだ。

特活部部長

●健康・体つくり

次の中から１つ以上を選択
❶「運動習慣の改善や定着化」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」
❹安全に関する資質・能力の育成

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週
間で４２０分以上の児童生徒75％以上
❸「健康に良い食事をしている」児童生徒８０％
以上
❹安全に気を付けて生活している児童を85％以
上にする。

・体育学習の中で体を動かすことの心地よさや
楽しさに児童が触れられるような授業実践を行う
ようにする。
・日々の給食指導や食育の学習を通して、健康
によい食事について考えさせる機会を設定す
る。
・交通安全教室や防災訓練、不審者対応訓練な
ど安全に関する啓発活動を通して安全意識の向
上を図り、生活安全の意識につなげる。

A

・２度の交通安全教室、不審者対応訓練を実施した。事故防
止のための放送や資料を配付して呼びかけた。８６％の児
童が安全を意識して生活していると回答した。
・栄養教諭を中心に，食育の授業や給食時間に各クラスを
回り，食に関する指導を行い，健康と食事のつながりを児童
に啓発している段階である。
・体育学習の中で体を動かすことの心地よさや楽しさに触れ
られるような授業実践をできていると９０％以上の担任が回
答している。単元での楽しさをさらに明確にし，児童がさらに
運動の楽しさに触れられるような実践を行っていきたい。

A

・交通安全に関して、児童、教職員、保護者のいずれも93％以
上の肯定的な回答が得られた。特に校舎内での過ごし方につ
いて啓発活動を行ったことで、生活安全に対する児童の意識
が高まった。
・栄養教諭を中心に食育の指導を行った。好き嫌いをせずに体
に良い食事をしようとしている児童は８９％で、日頃の指導の
成果がみられた。
・授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で４２０分以
上の児童は７６％で体を動かす習慣が定着しつつある。次年
度は、この割合をさらに高めていきたい。

A

・個人差が大きいので、どこから手を付けるのかわからないが、保護者の知識や経験の差が子供に影響
を与えているので不足が感じられる分は家庭と相談をする必要があるのではないかと思う。
・どの取り組みでも高い割合の回答でよい。
・家庭の課題として、睡眠時間の確保、夜更かしの是正が必要である。
・学校から家庭へ戻る（汎化）という点で難しい（ハードルがある）ように感じる。 生活部部長

保体部部長

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たり
の年次休暇の取得日数１４日以上

・定時退勤日（毎週金曜日）を設定し、時間外勤
務の削減を図る。
・年次有給休暇を計画的に昨年度実績以上とる
ように呼び掛ける。
・教務と連携し、教育課程の見直しを進め、余剰
時数の減に努める。

B

・定時退勤日を意識して業務に取り組む職員が増えたり、教
育課程の見直しによる業務削減の効果が表れ、時間外勤務
時間の削減を図ることができた。しかし、まだ時間外勤務時
間が多い職員もいるため、さらなる時間外勤務の削減を図り
たい。
・9月末時点での職員一人当たりの年次休暇取得日数の平
均は11日である。

A

・昨年度よりも時間外勤務時間は若干増加したものの、年度後
半には退勤時刻を意識して業務に取り組む職員が増えた。今
後も業務改善と合わせ、さらなる時間外勤務の削減を図ってい
く。
・年次休暇については、取得しやすい雰囲気づくりを心がけ、
長期休業中に取得しやすいように年休取得推進日を設定し
た。その結果、一人当たりの年次休暇取得日数は約16日で
あった。

A

・子ども達との対話の時間を各先生方がもつように時間を少しもってほしい。話をする子どもたち（騒ぐな
ど）にとらわれているのでは？
・長期休業時以外の有給取得率を向上させる工夫を検討してほしい。
・働き方改革の推進と共に、先生の心のケアのサポートもお願いします。
・新聞等では「教職員は疲れ果てている」の記事を時々見る。教職を目指す若い人が減っている。これ
は、学校の問題であるとともに、町教育委員会の問題でもあると思います。
・時間外勤務が減ることは良いことだと思う。

管理職（教
頭）

●特別支援教育の充実

○特別支援教育の充実 ○全ての職員が、児童の特性や困り感を理解で
きるように努め、よりよい手立てを考え支援す
る。「適切な手立てを考え支援している」と答える
職員を90％以上にする。

・生活指導、教育相談および外部関係機関との
連携を図り、ケース会議等で児童の支援体制を
強化する。

B

・適切な手立てを考えた支援が「順調な職員」39％「おおむ
ね順調な職員」61％と100％に達している。児童の特性や困
り感が多様化しているので、実態を把握し、細やかな支援に
努めていく。

B

・適切な手立てを考えた支援が「順調な職員」41％「おおむね
順調な職員」59％と100％に達したが、児童の学力面、生活面
において手立てが十分に有効であったわけではない。今後も
児童の特性に応じた支援の具体的な在り方を追及していく必
要がある。 B

・保護者の発達障害等への理解および対応が遅れていると思う。積極的に精神科などを受診する機会を
増やしてまず子供への理解をするようにして欲しい。発達障害という表現もあまりよくないと思う。
・児童の特性に応じた支援は、大きく評価できる。支援は、継続してほしい。
・それぞれの子に応じたケースバイケースな対応が多いと思うので、専門の先生に他職員が相談するの
が良いかと思う。全職員が専門でなくてもよい。

特別支援
コーディ
ネーター
（支援部）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域との連携の推進

○地域との連携の推進

○幼保・小中連携の推進

○「江北っ子応援団」などの地域を活用
した活動を各学年で1回以上取り組む。
○幼保・小中連携の活動を年2回以上取
組み、適切な情報共有を図る。

・児童の学習にとってより効果的・体験的な活動
を計画し、外部人材の活用を積極的に図る。
・入学説明会及び、新入児童生徒の引継ぎ・情
報共有・授業参観等など計画的に実施する。 A

・「江北っ子応援団」による５・６年生の家庭科の授業補助を
はじめ、各学年の総合的な学習、生活科において地域人材
による授業を積極的に実施することができた。
・幼保小中学校合同で職員の研修会を実施した。 B

・今年度も全学年において、積極的に地域人材を活用した授
業や体験学習を実施することができた。
・年度初めと年度終わりに新入学児童生徒の引継ぎ・情報交
換を行い、夏・冬季休業中に幼保の授業参観も実施することが
できた。

B

・幼保が増加しているので現在の状況は理解していないが、特段、問題はないのではないかと思う。
・新入児童生徒の引継ぎ・情報交換及び幼保の授業参観の実施。新入児童の学校生活不安解消にもよ
い。
・積極的に地域人材を活用できているのはよい。
・幼保の連携についても新たな取り組みを行っていただいた。

教頭・主幹

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 江北町立江北小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・「学力向上」については、家庭学習について家庭との連携を図る取り組みをしたが、全学年において徹底できてはいない。日々の学習の定着を図るためにも、家庭学習を家庭とより連携して取り組んでいく必要がある。また、校内研究を中心に「わかる喜び」を感じさせる授業について、全職員で授業の工夫及び、日々の指導についての情報共有を図りながら授業力の向上を目指した
い。
・「心の教育」「基礎・体力つくり」「地域のと連携」については、ある程度の成果を得られている。しかし、思いやりやいじめ対策に関しては、より多くの児童が「いごこちがよい」「安心できる」学校生活を送ることができるよう、職員の意識向上とより具体的な方策を図っていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「学力の向上」については、「基礎・基本」の徹底を目指し、校内研究においても授業を互いに見合い、授業力向上を目指してきた。また、単元末テストでの「全国期待得点（平均点）」を意識して、学級・学年平均がそれ以上になるように復習、個別指導などに取り組んだ。その結果、目標を達成することができた。しか

し、全国学力・学習状況調査及び、佐賀県学習状況調査、標準学力調査では全国、県の平均到達度を下回った。今後も学力向上に向けて、さらなる効果的な取組が必要である。

・「健康・体力づくり」「業務改善・教職員の働き方改革の推進」においては、具体的な取組・実践の結果、成果を上げることができた。

２　学校教育目標
自ら学び自ら学び心豊かにたくましく生きる江北の子の育成

「子どもが学ぶ幸せ」「保護者が通わせる幸せ」「地域に学校がある幸せ」「教職員が働く幸せ」を感じる江北小学校づくり

３　本年度の重点目標
①【自ら学ぶ子】学ぶ楽しさを感じ、自ら進んで学び合い、高まろうとする子どもの育成
②【心豊かな子】自己肯定感を高め、個性を発揮し、相手のことを考えて行動する子どもの育成
③【たくましい子】健康・元気で、きまりを守り、のびのびと活動する子どもの育成


